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令和３年度 学校教育課 主たる事業（実績） 

１．次代の親の育成について 

⑴ キャリア教育の推進 

〇新型コロナウイルス感染症対策として、各事業所においての「職場体験学習」

は見送りました。 

〇各中学校において講師を招いての学習を実施し、｢働く人との出会い｣の学習

等から、生徒一人ひとりが、より豊かな職業観・勤労観や主体的に進路を選

択する能力を身につけ、将来、自立した社会人として、人生設計し、｢生きる

力｣を育てるための取り組みを行いました。 

２．学校教育環境の整備について 

⑴ 授業研究指定校事業の実施 

○学習指導要領の趣旨に則った｢学び｣を実現するために、教職員一人ひと

りが質の高い教育を実現できるよう、授業力向上の視点に立った授業研究

の取組(２か年事業)を行いました。昨年度指定の２校(２年目)に加え、今年

度指定の２校が１年目の取組を展開しました。 

▷指定校：東海小学校・大王中学校  （２年目） 

▷指定校：浜島小学校・浜島中学校  （１年目） 

⑵ 学校ＩＣＴ環境の整備 

○各小中学校のネットワーク環境の安定稼働に取り組みました。 

○タブレット端末を家庭学習でも活用するにあたり、ネットワーク環境未整備の家

庭へモバイル通信機器の貸出を実施しました。 

〇効果的なオンラインを活用した学習を推進するため、各小中学校にWEBカメラを

導入しました。 

⑶ 学校防災学習事業の実施 

○教職員を対象とした防災教育研修会を実施するとともに、指定校はじめ各小中

学校での防災教育の充実を図りました。 

▷指定校：浜島小学校・浜島中学校・志摩小学校・志摩中学校 

○南海トラフ地震や様々な災害に対応する力を身につける防災学習等の経費

への補助を行いました。 

⑷ 地域と学校の連携･協働体制構築事業(子ども未来教室)の実施 

○子どもの学びを保障するため、下記校区で子ども未来教室を継続実施し、学習

習慣の確立等を進めました。 

▷志摩小学校区：しま子ども未来教室 

▷大王中学校区：大王子ども未来教室 

○令和３年10月から、新たに浜島小学校区でも事業(はまじま子ども未来教室)を

開始しました。  
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令和４年度 学校教育課 主たる事業（計画） 

１．次代の親の育成について 

⑴ キャリア教育の推進 

〇新型コロナウイルス感染症対策等やその他の学校の実情に合わせて、各事業

所においての「職場体験学習」を実施するか、地域の人を学校に招いて講話と

体験学習のどちらかを実施します。 

〇生徒一人ひとりが、より豊かな職業観・勤労観や主体的に進路を選択する能

力を身につけ、将来、自立した社会人として、人生設計し、「生きる力」を育てる

ための取り組みを行います。 

２．学校教育環境の整備について 

⑴ 授業研究指定校事業の実施 

○学習指導要領の趣旨に則った「学び」を実現するために、教職員一人ひとりが、

質の高い教育を実現できるよう、授業力向上の視点に立った授業研究の取組

（２か年事業）を行います。昨年度指定の２校（２年目)に加え、今年度指定の

２校が１年目の取組を展開します。 

▷指定校：浜島小学校・浜島中学校 （２年目） 

▷指定校：磯部小学校・志摩中学校 （１年目） 

⑵ 学校ＩＣＴ環境の整備 

○各小中学校のネットワーク環境の安定稼働を維持します。 

○タブレット端末を家庭学習でも活用するにあたり、ネットワーク環境未整備の

家庭へ、モバイル通信機器の貸出を行います。 

〇教職員１人１台端末およびサーバ・関連機器等を更改することにより､ICT環境

の安定稼働を図るとともに、ICTを活用した教育の進展を図ります。 

⑶ 学校防災学習事業の実施 

○教職員を対象とした防災教育研修会を実施するとともに、指定校はじめ

各小中学校での防災教育の充実を図ります。 

▷指定校：大王小学校・大王中学校・鵜方小学校・神明小学校・文岡中学校 

○南海トラフ地震や様々な災害に対応する力を身につける防災学習等の経費へ

の補助を行います。 

⑷ 地域と学校の連携・協働体制構築事業（子ども未来教室）の実施 

○子どもの学びを保障するため、下記校区で子ども未来教室を継続実施し、

学習習慣の確立と基礎学力の定着をめざします。 

▷志摩小学校区：しま子ども未来教室 

▷大王中学校区：大王子ども未来教室 

▷浜島小学校区：はまじま子ども未来教室 

○他校区での新規実施について、検討・調整を進めます。 

〇コミュニティースクールが全小中学校区に設置されました。 


